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勉

お
れ
は
日
本
人

思
う

途
上
国
と
は
？

付

月•L.，ιAa•寺

！たるりが佼卜道ながらし事本か自は んてた て人前 ニズ
！したまプ用し路り活のかは人守党た日だ 「 びチいがにそl 」 街
！

、 びわリさ 、 プの発 、 しょで？しし本こおにヤた 、 はれズどを
：日生・2 ンれそロBITで建 、 いあ たてにとれ 、 イとガ 、 もとこ歩
！本徒て卜るのジま 、 設最チる士事 、 いかは心ニか1 ー そょにけ
！人はいさ車プェで私機近ャZ停 電」 が日る 。 自のl 。 ナ方のく行ば
i と報るれ両ログ全の械はンを 来 あ本と 本中ズ 各名は呼つ「
｜し告 。 、 にジト長街な日ス認てつ人き 人でと 地ほずばてチ
1てしそ市はェが70かど本だ識自たで 、 」-pr呼 でど 、 れもヤ
i 誇てれ巾日タスロキ らの政つで分だあ自 とをば 生の十たチイ
iりくをを1江． トタの 、 援府たきがろる分 さだれ 活中数 。 ヤニ

I:
= 

！てをた人の考問戸たたさるな三転 ζ さ日週発の に本文 で
い加 、 はでえ題がいとれ 、 い人でん本間会も発発に化と日昨
るえこ物はてにしなきて動とは印の製と式と会足留交れガ年

。てわをなみつきい学いくい 、 象i佳品題の 、 式さ学流は友四
なれたかないり「生る製う物にしのし前盛はれさと 、 好月
おたいろくて 。 グの様品事を成物紹て約大 、 たせ値目協グ
すらレうて我もレ間子がだたつが介 、 ー に中もる秀本会マ
技い 下 かは々うイかが 、 。 v、たあな日週行針のとなとがシ
術ろ っ 。 な日少ジら画廃ませ事つど本間わ大でと学ガ発工
をいにガら本しl 、 商葉だつはた 、 映 、 れ使あ往生l足科
持ろ 、 ！な人こ 」 もに処使に 、 。 た回目た出 る目をナ 。 大
つ手まナいはののつ出分えし日そく 、 本 。 席 。 的自の 学

佐藤西町

日
ガ
友
好
協
会

途
上
国
と
呼
ば
れ
る
ガ

l
ナ

に
生
活
し
て
感
じ
た
率、

先
進

国
に
生
活
し
て
い
る
人
々
が、

生
活
し
に
く
い
国
の
よ
う
に
思

う。
何
を
す
る
に
も、

自
分
の

手
足
を
動
か
さ
な
く
て
は
な
ら

な
い
国
だ
し、
と
て
も
不
使
な

因。
ま
た、
強
い
人
間
だ
け
が

生
き
て
ゆ
け
る
因。
体
の
よ
わ

い
人
聞
は
出
生
後
ま
も
な
く
死

亡
し、
マ
ラ
リ
ア、
コ
レ
ラ
の

伝
染
病
を
の
り
こ
え
た
人
間
だ

け
が
生
活
し
て
い
る
ガ
l
ナ。

き
れ
い
な
黒
い
障
と
笑
顔
の
奨

し
い
国。
人
々
は
索
朴
で
純
粋

な
気
持
ち
の
人
が
多
い。

い
つ
ま
で
も
純
粋
な
気
持
ち

で一
生
懸
命
生
き
て
ほ
し
い。

住
宅
金
融
公
庫

第
二
回
目
の
融
資

低
利・
長
期
の
公
庫
資
金
で

マ
イ
ホ
ー
ム．つ
く
り
を
し
て
み

ま
せ
ん
か。

－
今
年
度
第
二
回
目
の
個
人
向

け
融
資
の
申
込
受
付
は、
8

月
目
白
か
ら
9
月
6
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す。

－
申
込
み、
問
合
せ
は
「
住
宅

金
融
公
庫
業
務
取
扱
店」
と

表
示
し
た
金
融
機
関
へ

初
周
年
記
念

ナ
イ
タ
ー

パ
レ
l

大
会

駄
の
夜
長
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か。

－
期
間

9
月
間
日
か
ら
け
月

中
旬
ま
で

・
会
場

町
民
体
育
館 、
朝

日

中
学
校
体
育
館

．
試
合
形
式

6
人
制、

男
女

別
リ
ー
グ
戦。

・
表
彰

1
位
1
3

位 。
参
加

チ
i
ム
に
記
念
品。

』
プJ
Jz ，Ld
J a

－
－
申
込

9
月
3
日
ま
で、
参

坊

に

＼

加
料
二
千

l
l
i－
－

l
i
l
i－
－

t

委
員
会
へ

昨
年
問
月
行
わ
れ
た
日
ガ
友
好
協
会

発
会
式
（
友
か
ら
二
人
目
が
中
野
大
使）
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ぬ
年
7
月
1
a
i
7
月
幻
日
開畑
出

＊
出

生

区

名

本

町

西

町

助
ノ
巻

沼

向

出
生
者
氏
名
父
名

古心
部版
文
柄

浩
治

菅
井
俊
太

昭
彦

鈴
氷
俊
吾

俊
昭

菅
井

充

秀
男

相
手
の
身
に
な
り

親
切
を
つ
く
す

＊
安
藤
さ
と
み
さ
ん
（
栄
町） ニ長長長続

男男男女約

小

原

四
ノ
沢

松

原

大
谷
二

大
谷
三

大
谷
五

太
郎一

梁
木
沢

杉

山

能

中

前
回
沢

助
ノ
巻

大

町

｜孟

治
野
祭

縁組問一
郎

長
女

鈴
木一
成

完
治

長
男

安一
線

香

学

二
女

自
問
太
洋

久
雄

長
男

石
井
成
問

喜
久

男
長
努

治
野

篤

貞
夫

二
男

佐
竹
由
香
理
敏
幸

長
女

佐
久
間
千
夏
貫一

長
女

鈴
木
悠
来

久
利

長
女

大
尚
喜
明

惑
永
二
二

男

佐
藤
鴻
衣

忠
明

長
女

阿
部
批
理
奈

宏

長
女

鈴
木
聖
子

昭一

長
女

＊ 
死

亡

名

死
亡
者
氏
名
年
齢
世
帯
主

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
l
グ

ル
「
と
ち
っ

ぽ
」

の
代
表
と
し
て

活
路
し
て
い
る 、
朝
日
分
校
の
三

年
生。
H

子
ど
も
の
集
い
M

や
明

鏡
誌へ
の
慰
問 、
映
写
会
な
ど
印刷

広
く
悲
仕
活
動
を
行
っ
て
き
て
い

る 。「
義
務
や
使
命
と
し
て
洛
仕
し

て
も
相
手
の
人
は
喜
ん
で
く
れ
ま

せ
ん 。
し
ぜ
ん
に 、
何
気
な
い
気

持
ち
で
綴
切
に
で
き
る
人
間
に
な

り
た
い
と
思
い
玄
す」

子
ど
も
た
ち
と
は 、
す
ぐ
友
だ

ち
に
な
る 。
町
で
偶
然
会
っ
た
子

に
お
礼
b証
言
わ
れ
た
り

す
る
と
き

は
す
ど
く
う
れ
し
い
と
の
こ
と 。

（
広
報
委
員・
阿
部
和
鍵〉

水

本

割問
木
沢

元

町

大
谷
凶

布依定、問
施藤藤崎

K
2
HV
EU
 

づ－

hH拘

QU

米士ロ
mω

ス
ン
糾

う
め
ω別

利正正議
隆一雄男

＊ 
結

婚

大
谷｛ハ

波
進

行

． 

山
形
市

合同
印
刷官
映
美

教
育
振
興
資
金
を

贈
る

こ
の
ほ
ど
次
の
か
た
が
た
か
ら
教

育
綴
興
資
金
と
し
て
町
に
対
し
て
現

金
が
似
ら
れ
ま
し
た 。

マ
鈴
木

貞夫
さ
ん
（
問
ノ
沢〉H

十
方
向

マ
日質

問
克
彦
さ
ん
（
西
町〉H

十
万
円

宮
宿
小
学
校
へ

テ
ン
ト
寄
贈

と
の
ほ
ど 、
本
町
の
安
迷
浮
』押
さ

ん
か
ら
宮
街
小
学
校へ 、
各
師刊
絞
比日

設
営
用
テ
ソ
ト

ニ
張ハ
六
万
二
千
円）

が
贈
ら
れ
ま
し
た 。

‘．，

大
都
会
の
田
舎
を
も

聞E国
た
な
い
人
々
に
呼
び
か

困・白

け
昭
和
四
十
九
年
に 、

圃圃圏

全
悶
で
初
め
て
特
別
町

聞刷由
民
制
度
を
作
っ
た
福
島

岨倒閣・
県
三
島
町
を
五
十
三
年

a
an

に
視
察、
ま
た
今
年
訪

ね
た 。
「
蒋
細川
祭 、
恥
か
し
い
で

す 。
あ
の
当
時
か
ら
あ
ん
ま
り
変

っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う 。
一
述
の

ふ
る
さ
と
巡
動
は 、
産
業
と
し
て

の
域
ま
で
は
ま
だ
ま
だ
で
す」
と

控
え
問
に 、
案
内
の
企
図
課

長。

し
か
し 、

町
営
尖
坂
牧
場
な
ど
施

設
数
備
は
み
ん
な
手
づ
く
り
の
見

事
な
も
の 。

「
で
も
今
に
し
て
良
か
っ
た
と

思
う
と
と
は 、
抑制
会
の
芸
能
人 、

文
化
人
た
ち
と
の
交
流
が
で
き 、

深
ま
っ
て
ゆ
く
な
か
で 、
町
の
人

々
が
触
発、
刺
激
さ
れ
た
と
い
う

と
と
で
す 。
こ
う
し
ち
ゃ
い
ら
れ

な
い
l

自
力
開
発
を
町
民
の
口
か

ら
聞
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た 。

そ
の
ほ
う
の
成
果
は
計
り
知
れ
ま

せ
ん」
山
村
の
必
業
再
興
は
有
被

災
業
以
外
に
な
い 、
と
サ
l
タ
ル

が
出
来
た 。
山以
業
は
天
候
に
友
右

福
祉
向
上
の
た
め
に

現
金
贈
る

恕
ま
れ
な
い
か
た
の
た
め
に
と 、

と
の
ほ
ど
次
の
か
た
が
た
か
ら 、
社

さ
れ
る ・
毎
年
作
柄
で一
喜一
憂

す
る
経
営
で
は
だ
め 。
ど
ん
な
時

で
も
家
に
は
と
れ
が
あ
る 、
と昏言

え
る
財
産
作
り
を
と 、
町
が
す
す

め
た
会
津
網
の
総
裁 。
と
ん
ど
は

そ
の
資
源
を
活
用
し
た
生
活
工
芸

村 ・つ
く
り
と 、
ふ
る
さ
と
巡
動
の

ダ
は
さ
ら
に
広
が
る 。

「
人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
ゆ

く
な
か
で
振
興
計
画
な
ど
た
て
よ

う
も
な
か
っ
た 。
上
位
計
画
に
従

っ
た
定
型
的
な
町
づ
く
り

手
法
会

緋
し 、
遅
く
と
も 、
自
力
手
づ
く

り
の
町
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
と

と
に
間
違
い
は
な
か
っ
た 。
五
十

五
年
や
っ
と
町
の
振
興
基
本
計
画

が
出
来
ま
し
た 。
こ
れ
が
計
図
書

で
す」
B
閥
紙一
枚 、
む
ず
か
し

い品詩
集
は一
つ
も
な
い 。
基
本
テ

ー
マ 、
サ
プ
テ
ー

マ
が 、
だ
れ
に

で
も
分
か
り
ゃ
す
く
設
恕
さ
れ
占

か
れ
て
い
る 。
そ
こ
に
は
留
学
が

あ
り 、
ロ
マ
ン
が
あ
る 。
我
が
町

も
合
併
し
て
三
十
年。
も
の
を一
玄

う
だ
け
の
時
代
は
終
っ
た 。
竹
の

節
は
太
い
ほ
ど
倒
れ
な
い
と
い

う 。
大
き
な
節
目
に
し
た
い
も
の

だ 。

ハ
拡桂
子〉

会
福
技
協
議
会
に
現
金
が
贈
ら
れ
ま

し
た 。

マ
渋
谷一
俊
さ
ん
（
大
甘杉
山〉H

三
万
円

マ
長
問
京
子
さ
ん
ハ
西
町〉H

五
万
円
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